










学 位 の 種 類
学 位 記 番 号
学位授与の日付
学位授与の要件
研究 科 ･ 専攻
学位論文題 目
藤 原 祐
ふじ わ ら ゆ う ぞ う
医 学 博 士′
医 博 第 339 号
昭 和 43 年 3 月 23 日
学 位 規 則 第 5粂 第 1項 該 当
医 学 研 究 科 外 科 系 専 攻
組織培養法による骨巨細胞腫の研究
(主 査)
論文 調査 委員 教 授 伊 藤 鉄 夫 教 授 木 村 忠 司 教 授 本 庄 一 夫
論 文 内 容 の 要 旨
1904年,Jaffe, LichtensteinandPortisが骨巨細胞腫としての entityを確立してより現在に至るま
で, 本腰湯の組織発生について多くの議論が行なわれ, 特に多核巨細胞の組織発生について は, 内皮柵
胞, 組職球, 単球, 骨髄巨核球, 異物巨細胞, 骨芽細胞, 破骨細胞等, 種々の説がみられる｡ しかし, 最
近では破骨細胞との近縁関係を立証するような研究発表が多い｡ 即ち, 組織学的にみられる破骨細胞と骨
巨細胞腫の巨細胞との形態学的な類似性のほかに, Schajowiczは組織化学的な方法を用いて, 両者が酵
素活性においても極めて類似しており, 組織発生的に近い関係にあるとのべている｡ また, 一連の電子顕
微鏡学的研究においても, 多核巨細胞と破骨細胞との類似性が認められているようである｡
一方, 骨巨細胞腫の悪性度についても多くの議論があり, 組織学的には Jaffe らをはじめ多くの分類
が行なわれているが, これら組織学的所見と臨床的予後とは必らず L も一致せず, 臨床治療面において国
難な問題となっている｡
このような二つの点, 即ち骨巨細胞腫の組織発生時に多核巨細胞の組織発生と骨巨細胞腫の悪性度との














6. 高度に分化成熟した多核巨細胞の多 く認められる例では, 組織学的にJaffeらの云うⅠ度乃至Ⅱ度
を示し, 逆にこのような多核巨細胞が少ないか, 殆ど認められぬ例では, Ⅱ度乃至Ⅱ度を示しており,
Jaffeらの組織学的な分類とよく一致している｡




みられるだけで, その後の11代ではもっぱら単核細胞だけが培養された｡ このことからして, 単核の基質
細胞の活力は巨細胞よりもはるかに大きく, 本腰湯の悪性度を決定するものと考えられる｡ 2)多核巨細
胞は培養の初期には, 偽足を有し活僚な運動を営む｡ また 1 個の巨細胞の周辺に多数の単核細胞が花環状
に配列して特有な組織を形成する性質をもっている. 3)培養時の巨細胞の数によって, 本腰癌を2種に
分類することができる｡ すなわち, 培養時に巨細胞が多くみられた腰湯は組織学的にJafeの分類による
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